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平成1８年度滋賀県立高等学校入学者選抜要項

平成18年度における滋賀県立高等学校（以下「県立高等学校」という。）の全日制の課程、定時制の課

程および通信制の課程の入学者の選抜は、この要項に定めるところにより実施する。

なお、滋賀県立石山高等学校音楽科の適性検査については、平成18年度滋賀県立石山高等学校音楽科入

学志願者の適性検査に関する要項（平成17年滋賀県教育委員会教育長告示第７号）に定めるところによる。

［全日制の課程および定時制の課程］
選抜は、一般選抜および各学校が選択する推薦選抜または特色選抜により行うものとする。ただし、定

時制の課程にあっては、一般選抜のみとすることができる。

第１ 一般選抜

１ 募集定員

募集定員は、別に定める。

２ 出願資格

次のいずれかに該当する者とする。

(1) 平成18年３月に中学校もしくはこれに準ずる学校または中等教育学校の前期課程（以下｢中学校

等」という。）を卒業し、または修了する見込みの者

(2) 中学校等を卒業し、または修了した者

(3) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第63条各号のいずれかに該当する者

３ 出願

(1) 入学志願者（以下「志願者」という。）は、滋賀県県立学校の管理運営に関する規則の一部を改

正する規則（平成17年滋賀県教育委員会規則第16号）による改正後の滋賀県立学校の管理運営等に

関する規則（昭和32年滋賀県教育委員会規則第８号。以下「新県立学校管理運営等規則」とい

う。）第11条第２項の規定に基づき、その保護者（親権者または未成年後見人をいう。）が県内に

居住するときは、その志願する高等学校へ出願することができる。なお、県外にその保護者が居住

する志願者は、新県立学校管理運営等規則第11条の３の規定に基づく許可を受けたものに限って、

出願することができる。

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。ただし、出願しようとする高等学校

（以下「出願先高等学校」という。）の同一の課程に２以上の学科または科が置かれる場合にあっ

ては、これを第２志望または第３志望とすることができる。

(3) 平成17年度以前の県立高等学校入学者選抜において、推薦入学者選抜のみで実施していた学科を

設置する次の高等学校への出願にあっては、(2)の規定によらず、当該高等学校に設置する普通科と

専門学科を区別せずに出願（以下「学校出願」という。）するものとし、普通科および専門学科の

両方またはいずれかを志望することができる。

滋賀県立膳所高等学校、滋賀県立長浜高等学校、滋賀県立草津東高等学校、滋賀県立栗東高等学

校および滋賀県立米原高等学校

(4) 滋賀県立石山高等学校音楽科にあっては、平成18年度滋賀県立石山高等学校音楽科入学志願者の

適性検査に関する要項に定める適性検査に合格した者に限り、出願することができる。

４ 出願手続

(1) 提出書類 志願者は、次の書類を、在学している中学校等または卒業し、もしくは修了した中学

校等の校長（以下「中学校長」という。）を経て、出願先高等学校の校長（以下「出願先高等学校

長」という。）に提出しなければならない。ただし、２の(3)に該当する志願者にあっては、出願先

高等学校長に申し出て、その指示に従わなければならない。

ア 入学願書

イ 学校出願入学願書 学校出願をする志願者にあっては、アに代えて学校出願入学願書によるも

のとする。

ウ 受検票 平成18年３月に滋賀県内の中学校を卒業する見込みの者以外の者は、出願前３箇月以

内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦６cm、横4.5cm）を受検票の所定の欄にはり、中学校
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長の割印を受けなければならない。ただし、２の(3)に該当する者については、割印は不要とする。

エ 住民票記載事項証明書の写し ２の(2)および(3)に該当する者ならびに２の(1)に該当する者

のうち中学校長または出願先高等学校長が必要と認めた者は、本人および保護者の住民票記載事

項証明書の写しに中学校長が原本証明をしたものを提出しなければならない。

オ 滋賀県立高等学校特別出願に係る許可書（以下「特別出願許可書」という。）の写し

(ｱ) 新県立学校管理運営等規則第11条の３の規定に基づく特別事情による志願者は、滋賀県教育

委員会教育長（以下「県教育長」という。）の許可を受け、特別出願許可書の写しに中学校長

が原本証明をしたものを添付しなければならない。

(ｲ) 特別出願許可申請期間 平成18年１月20日（金）から平成18年２月21日（火）まで（土曜日、

日曜日および祝日を除く。）とする。

カ 雇用（予定）証明書 県内に勤務地を有し、または有する見込みの者のうち県外からの志願者

は、雇用（予定）証明書を添付しなければならない。

キ 海外帰国生徒等取扱措置願 13の(3)の海外帰国生徒等に該当する者で当該規定の適用を受け

ようとするものは、その措置願を添付しなければならない。

ク 定時制課程特例措置申請書 定時制の課程（滋賀県立大津清陵高等学校の定時制の課程を除

く。）においては、満21歳以上（平成18年４月１日現在）の志願者で希望するものについては、

定時制課程特例措置申請書を提出することにより、学力検査に代えて面接および作文で受検する

ことができる。

ケ 自己申告書 それぞれの学年において年間30日以上欠席した志願者のうち希望する者は、その

理由等を記した自己申告書を提出することができる。

(2) 入学考査手数料（以下「手数料」という。）

ア 志願者は、出願に当たって、全日制の課程にあっては2,200円、定時制の課程にあっては950円

の手数料に相当する額面の滋賀県収入証紙（以下「証紙」という。）を入学願書の証紙貼付欄に

貼り付けなければならない。

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。

(3) 中学校長は、志願者が当該高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を審査

の上、次の書類を作成し、志願者から提出された書類とともに出願先高等学校長に提出するものと

する。

ア 個人調査報告書 評定は中学校生徒指導要録に基づく評価を用いるものとする。

イ 成績一覧表 平成18年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込みの者について作成する

ものとする。ただし、推薦選抜または特色選抜に出願があった高等学校へは不要とする。なお、

県教育長あてにも１部提出するものとする。

ウ 出願者一覧表（２通）

(4) 出願期間等

ア 期間 平成18年２月21日（火）から平成18年２月23日（木）までとする。

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。ただし、夜間定時制の課程にあっては、午後１

時から午後８時までとし、最終日は午後１時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年２月21日（火）または平成18年２月22日（水）の消印のあるものに限

り受け付ける。この場合において、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先

高等学校長あて電話で報告するものとする。

(5) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料（入学願書に貼付の証紙）を確

認の上、出願者一覧表１通を受検番号を付した受検票とともに中学校長に交付するものとする。

(6) 中学校長は、受検票を志願者に交付するものとする。

５ 出願変更

(1) 志願者は、４に基づく出願後、１人１回に限り、志望する学校、課程、学科または科を変更する

ことができる。

(2) 特別出願許可書を交付された志願者が出願先高等学校、課程、学科を変更する場合には、改めて

特別出願許可を受ける申請を必要とすることがある。特別出願許可書の再申請期間は、平成18年２

月24日（金）から平成18年３月３日(金)まで（土曜日および日曜日を除く。）とする。ただし、最

終日の受付は、正午までとする。

(3) 出願変更に当たっての学校、課程、学科または科の選定は、３に同じとする。

(4) 第２志望または第３志望の学科または科を変更する場合も、(1)、(2)および(3)と同様とする。

(5) ３の(3)に該当する志願者が、志望する学科を変更する場合も、(1)、(2)および(3)と同様とす
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る。

６ 出願変更手続

(1) 志望する学校、課程、学科または科の変更をしようとする志願者は、出願先変更願を、中学校長

を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。ただし、２の(3)に該当する志願者は、出願先

高等学校長に申し出て、その指示に従わなければならない。

（2) (1)に規定する者は、新たに入学願書（ただし、３の(3)に該当する志願者は、学校出願入学願

書）、受検票を作成し、(7)で返却を受けた書類とともに、中学校長を経て、変更して出願しようと

する高等学校長（以下「変更先高等学校長」という。）に提出しなければならない。なお、郵送に

よる手続きはできないものとする。

(3) 手数料 (1)に規定する者は、出願変更に当たって、手数料に不足のある場合は当該不足額に相当

する額面の証紙を、変更先高等学校長へ提出する入学願書の証紙貼付欄に貼り付けなければならな

い。

既納の手数料は、原則として還付しない。

(4) 中学校長は、志願者が出願先の変更を希望していることを確認し、提出された書類の内容を審査

するものとする。

(5) 中学校長は、出願先変更者一覧表２通を作成し、出願先変更願とともに出願先高等学校長に提出

するものとする。

(6) 中学校長は、変更出願者一覧表２通を作成し、(2)の書類とともに変更先高等学校長に提出するも

のとする。

(7) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類を確認の上、中学校長に出願時に提出された

書類（入学願書を除く。）を返却するとともに出願先変更者一覧表１通および受検票に出願済み証

明の押印をし、交付するものとする。

(8) 変更先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料を確認の上、変更出願者一覧表

１通を受検番号を付した受検票とともに中学校長に交付するものとする。

(9) 出願変更の期間等

ア 期間 平成18年２月28日（火）から平成18年３月３日（金）までとする。ただし、平成18年３

月１日（水）は除く。

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。ただし、夜間定時制の課程にあっては、午後１

時から午後８時までとし、最終日は午後１時から午後４時までとする。

７ 学力検査等

(1) 選抜のための学力検査は、出願者全員に対して行う。ただし、定時制の課程（滋賀県立大津清陵

高等学校の定時制の課程を除く。）においては、満21歳以上（平成18年４月１日現在）の志願者で

希望するものについては、学力検査を行わず、面接および作文をもってこれに代えることができる。

(2) 学力検査実施教科等

ア 学力検査実施教科は、各高等学校とも国語、数学、社会、理科および英語の５教科を原則とす

る。（実施教科については、別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。）

イ 面接、作文または実技検査のいずれかを課す場合は、５教科の学力検査終了後またはその翌日

に実施する。ただし、５教科のうち１教科を減じる場合は、当該教科の検査時間に実施すること

ができるものとする。実施方法については、各高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。

（別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。）

ウ 各教科等の配点については、各高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表の

「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。）

(3) 教科、期日および時間は、次のとおりとする。

期 日 時 限 １ ２ ３ ４ ５ ６

平 9:00 9:25 10:25 11:25 12:50 13:50

成 ３ 時 間 ～ 休 ～ 休 ～ 休 ～ 昼 ～ 休 ～

18 月 9:10 10:05 11:05 12:05 13:30 14:30

年 ８

日 教 科 一般 憩 憩 憩 食 憩

(水) 国 語 数 学 社 会 理 科 英 語

その他 注意

なお、英語については「聞き取りテスト」を含めて実施する。
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(4) 受検場は、出願先高等学校とする。

８ 面接 （７の(2)のイに示す以外の面接）

７の(2)のイに示す以外の面接の実施については、滋賀県教育委員会と協議の上、学力検査終了後

またはその翌日に行うものとし、各高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表の「高

等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。）

９ 選抜の方法

出願先高等学校長は、個人調査報告書、学力検査実施教科等の成績を資料として、高等学校教育を

受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものとする。ただし、３の(3)に該当する高等学

校長は、志願者の志望に基づき専門学科を優先して入学許可予定者を決定し、次に、普通科の入学許

可予定者を決定するものとする。

なお、個人調査報告書の総合的な学習の時間および特別活動等の記載事項については、積極的に活

用するものとする。

10 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月15日（水）に出願先高等学校において行うものとする。

11 二次選抜

入学許可予定者数が募集定員に満たない学科または科において、次のとおり二次選抜を行うものと

する。

(1) 二次選抜定員は、学科または科の募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。

(2) 出願資格は、２の(1)から(3)までのいずれかに該当する者で、一般選抜を受検し、不合格となっ

た者とする。ただし、やむを得ない理由により一般選抜を受検できなかったと認められる者は、滋

賀県教育委員会の許可を得て、出願することができる。

(3) 出願 ３に同じ。

(4) 出願手続

ア 出願書類 ４の(1)（クの書類を除く。）に同じ。ただし、４の(1)のオに規定する特別出願の

許可申請期間は、平成18年３月15日（水）から平成18年３月17日（金）までとする。ただし、最

終日の受付は、正午までとする。

イ 手数料 ４の(2)に同じ。

ウ 中学校長は、志願者が当該高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を審

査の上、二次選抜出願者一覧表２通、個人調査報告書および成績一覧表（ただし、推薦選抜、特

色選抜、一般選抜で出願があった高等学校へは不要）を作成し、志願者から提出された書類とと

もに出願先高等学校長に提出するものとする。

(5) 出願書類の提出期日等

ア 期間 平成18年３月16日（木）から平成18年３月17日（金）までとする。

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。ただし、夜間定時制の課程にあっては、午後１

時から午後８時までとし、最終日は午後１時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年３月16日（木）までの消印のあるものに限り受け付ける。この場合に

おいて、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告

するものとする。

(6) 検査期日等

ア 検査期日は平成18年３月22日（水）とする。

検査時間

(ｱ) 全日制の課程および昼間部定時制の課程

9:00 ～ 9:20 出欠調査、一般注意

9:20 ～ 9:30 休憩

9:30 ～ 面接および作文

(ｲ) 夜間定時制の課程

14:00 ～14:20 出欠調査、一般注意

14:20 ～14:30 休憩

14:30 ～ 面接および作文

イ 二次選抜においては面接および作文を出願者全員に対して行う。

なお、一般選抜において実技検査を実施する場合は、二次選抜においても実技検査を実施する

ことができる。

ウ 受検場は、出願先高等学校とする。
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(7) 選抜の方法

出願先高等学校長は、個人調査報告書、面接および作文の結果を資料とし、７の学力検査の結果

を参考資料として、高等学校教育を受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものと

する。

なお、(2)のただし書きに該当するものが受検する場合で出願先高等学校長が必要と認めた場合は、

３教科（国語、数学および英語）の学力検査を実施して、その結果を参考資料とすることができる。

(8) 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月24日（金）に、出願先高等学校において行うものとする。

12 不正出願による入学許可の取消し

出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。

13 その他

(1) 郵送は、すべて「書留」または「簡易書留」扱いとする。

(2) 県外からの志願者および２の(3)に該当する志願者に対する必要な指示は、この要項に定めるも

ののほか、出願先高等学校長または県教育長が行うものとする。

(3) 海外帰国生徒等に対する入学者選抜の判定は、その者の海外経験等の事情を配慮するものとする。

なお、海外帰国生徒等とは、海外帰国生徒または外国人生徒のうち、次のアおよびイのいずれに

も該当する者とする。

ア 帰国または渡日後の期間 帰国または渡日した日から平成18年２月１日までの期間が３年以内

イ 海外における在住期間 帰国または渡日時からさかのぼり継続して１年以上

(4) 受検に当たって特別な配慮を必要とする者の受検上の配慮事項については別途示す。

(5) 出願先高等学校長は、この要項に定めるもののほか、あらかじめ県教育長の承認を受け、志願者

に対して必要な指示を行うことができる。

(6) この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
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第２ 推薦選抜

１ 実施校および募集枠

(1) 推薦選抜を実施する学校、学科または科は、別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとお

りとする。

(2) 推薦選抜における募集枠は、別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとおりとする。

２ 出願資格および推薦要件

推薦選抜に出願できる資格を有する者は、平成18年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込

みの者で、志願する動機が明白であり、出願先高等学校が示す推薦要件にふさわしく、適性、興味・

関心および学習意欲を有する者のうち、中学校長の推薦を受けた者とする。

３ 出願期間等

(1) 期間 平成18年１月31日（火）から平成18年２月２日（木）までとする。

(2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。ただし、夜間定時制の課程にあっては、午後１時

から午後８時までとし、最終日は午後１時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年１月31日（火）または平成18年２月１日（水）の消印のあるものに限り

受け付ける。この場合において、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等

学校長あて電話で報告するものとする。

４ 出願

(1) 志願者は、新県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願するこ

とができる。

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。

５ 出願手続

(1) 提出書類 志願者は次の書類を、中学校長を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。

ア 推薦選抜入学願書

イ 推薦選抜受検票 平成18年３月に滋賀県内の中学校を卒業見込みの者以外の者は、出願前３箇

月以内に撮影した、無帽、正面上半身の写真(縦６cm、横4.5cm)を推薦選抜受検票の所定の欄には

り、中学校長の割印を受けなければならない。

ウ 住民票記載事項証明書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のエに同じ。

エ 特別出願許可書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のオに同じ。ただし、出願手続きまでに

許可を受けなければならない。

オ 雇用（予定）証明書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のカに同じ。

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 「第１ 一般選抜」の４の(1)のキに同じ。

キ 自己申告書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のケに同じ。

(2) 手数料

ア 志願者は、出願に当たって、全日制の課程にあっては2,200円、定時制の課程にあっては950円

の手数料に相当する額面の証紙を推薦選抜入学願書の証紙貼付欄に貼り付けなければならない。

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。

(3) 中学校長は、志願者が当該高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を審査

の上、推薦選抜出願者一覧表２通、推薦書、個人調査報告書および成績一覧表を作成し、志願者か

ら提出された書類とともに出願先高等学校長に提出するものとする。

(4) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料を確認の上、推薦選抜受検票に

受検番号を付して、推薦選抜出願者一覧表１通とともに中学校長に交付するものとする。

(5) 中学校長は、志願者に推薦選抜受検票を交付するものとする。

６ 面接、作文または実技検査

推薦選抜出願者全員に対して面接、作文または実技検査のうちから二つ以内を課すものとし、その

方法等は各高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表の「高等学校別入学者選抜一覧

表」および「高等学校別推薦選抜の概要一覧表」を参照すること。）

(1) 実施日 平成18年２月９日（木）

(2) 実施場所 出願先高等学校

(3) 実施時間

ア 全日制の課程

9:00 ～ 9:20 出欠調査、一般注意
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9:20 ～ 9:30 休憩

9:30 ～ 面接、作文または実技検査

イ 夜間定時制の課程

14:00 ～14:20 出欠調査、一般注意

14:20 ～14:30 休憩

14:30 ～ 面接、作文または実技検査

７ 選抜方法

(1) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された個人調査報告書および推薦書等の内容ならびに実

施した面接、作文または実技検査の結果を資料として、総合的に判定し、推薦選抜における入学許

可予定者を決定するものとする。

(2) 個人調査報告書の総合的な学習の時間および特別活動等の記載事項については、積極的に活用す

るものとする。

８ 推薦選抜における入学許可予定者の通知

(1) 出願先高等学校長は、平成18年２月15日（水）に当該中学校等を通じて本人に推薦選抜における

入学許可予定を通知する。

(2) 前項の通知は、推薦選抜入学許可予定者通知書（以下「推薦選抜通知書」という。）の交付によ

って行う。

(3) 推薦選抜通知書の交付を受けた者は、当該高等学校に入学するものとする。

９ 入学許可予定者の発表

(1) ８の(1)および(2)によって、推薦選抜通知書の交付を受けた者については、平成18年３月15日

（水）に、出願先高等学校で入学許可予定者として発表する。

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。

10 推薦選抜の不合格者

推薦選抜に不合格となった者は、「第１ 一般選抜」に定めるところにより、改めて出願すること

ができる。

11 その他

「第１ 一般選抜」の13に同じ。
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第３ 特色選抜

１ 実施校および募集枠

(1) 特色選抜を実施する学校、学科または科は、別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとお

りとする。

(2) 特色選抜における募集枠は、別表の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとおりとする。

２ 出願資格

特色選抜に出願できる資格を有する者は、「第１ 一般選抜」の２のいずれかに該当する者で、志

願する動機が明白であり、適性、興味・関心および学習意欲を有する者とする。

３ 出願期間等

(1) 期間 平成18年１月31日（火）から平成18年２月２日（木）までとする。

(2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年１月31日（火）または平成18年２月１日（水）の消印のあるものに限り

受け付ける。この場合において、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等

学校長あて電話で報告するものとする。

４ 出願

(1) 志願者は、新県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願するこ

とができる。

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。

(3) 滋賀県立石山高等学校音楽科の出願は、平成18年度滋賀県立石山高等学校音楽科入学志願者の適

性検査に関する要項に定める適性検査に合格した者に限る。

５ 出願手続

(1) 提出書類 志願者は次の書類を、中学校長を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。

ア 特色選抜入学願書

イ 特色選抜受検票 平成18年３月に滋賀県内の中学校を卒業見込みの者以外の者は、出願前３箇

月以内に撮影した、無帽、正面上半身の写真(縦６cm、横4.5cm)を特色選抜受検票の所定の欄には

り、中学校長の割印を受けなければならない。

ウ 志願理由書 志願者は、志願理由等を記した志願理由書を提出しなければならない。

エ 住民票記載事項証明書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のエに同じ。

オ 特別出願許可書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のオに同じ。ただし、出願手続きまでに

許可を受けなければならない。

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 「第１ 一般選抜」の４の(1)のキに同じ。

キ 自己申告書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のケに同じ。

(2) 手数料

ア 志願者は、出願に当たって、手数料2,200円に相当する額面の証紙を特色選抜入学願書の証紙貼

付欄に貼り付けなければならない。

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。

(3) 中学校長は、志願者が当該高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を審査

の上、特色選抜出願者一覧表２通、個人調査報告書および成績一覧表を作成し、志願者から提出さ

れた書類とともに出願先高等学校長に提出するものとする。

ただし、成績一覧表については、平成18年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込みの者

について作成するものとする。

(4) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類を確認の上、特色選抜受検票に受検番号を付

して、特色選抜出願者一覧表１通とともに中学校長に交付するものとする。

(5) 中学校長は、志願者に特色選抜受検票を交付するものとする。

６ 口頭試問、小論文、総合問題または実技検査

特色選抜出願者全員に対して口頭試問、小論文、総合問題または実技検査のうちから二つ以上を課

すものとし、その方法等は各高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表の「高等学校

別入学者選抜一覧表」および「高等学校別特色選抜の概要一覧表」を参照すること。）

(1) 実施日 平成18年２月９日（木）

(2) 実施場所 出願先高等学校

(3) 実施時間
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9:00 ～ 9:20 出欠調査、一般注意

9:20 ～ 9:30 休憩

9:30 ～ 口頭試問、小論文、総合問題または実技検査

７ 選抜方法

(1) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された個人調査報告書等、実施した口頭試問、小論文、

総合問題または実技検査の結果を資料として、総合的に判定し、特色選抜における入学許可予定者

を決定するものとする。

なお、志願者から提出された志願理由書の内容については、積極的に活用するものとする。

(2) 個人調査報告書の総合的な学習の時間および特別活動等の記載事項については、積極的に活用す

るものとする。

８ 特色選抜における入学許可予定者の通知

(1) 出願先高等学校長は、平成18年２月15日（水）に当該中学校等を通じて本人に特色選抜における

入学許可予定を通知する。

(2) 前項の通知は、特色選抜入学許可予定者通知書（以下「特色選抜通知書」という。）の交付によ

って行う。

(3) 特色選抜通知書の交付を受けた者は、当該高等学校に入学するものとする。

９ 入学許可予定者の発表

(1) ８の(1)および(2)によって、特色選抜通知書の交付を受けた者については、平成18年３月15日

（水）に、出願先高等学校で入学許可予定者として発表する。

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。

10 特色選抜の不合格者

特色選抜に不合格となった者は、「第１ 一般選抜」に定めるところにより、改めて出願すること

ができる。

11 その他

「第１ 一般選抜」の13に同じ。
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中高一貫教育に係る併設型高等学校の特例第４

１ 入学者選抜の特例

滋賀県立学校の校舎、課程、部および学科等の設置等に関する規則（昭和63年滋賀県教育委員会規

則第５号）第２条の表の右欄に掲げる高等学校（以下、「併設型高等学校」という。）に、同表のそ

れぞれ当該左欄に掲げる併設型中学校（以下、「当該併設型中学校」という。）に在籍し、卒業する

見込みの者が、入学を志願する場合は、次により、選抜を行わず入学許可予定者とするものとする。

２ 併設型高等学校

併設型高等学校および学科は、次のとおりとする。

併 設 型 中 学 校 併 設 型 高 等 学 校（学 科）

滋賀県立河瀬中学校 滋賀県立河瀬高等学校（普 通 科）

滋賀県立守山中学校 滋賀県立守山高等学校（普 通 科）

滋賀県立水口東中学校 滋賀県立水口東高等学校（普 通 科）

３ 出願手続

併設型高等学校への志願者は、併設型高等学校入学願書（様式は各併設型高等学校長が定める）を、

平成18年２月21日（火）から平成18年２月23日(木)までに、併設型高等学校長へ提出しなければなら

ない。

なお、当該併設型高等学校以外の高等学校等へ出願する者は、１による入学者選抜の特例の適用を

受けることができないものとする。
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［通信制の課程］（単位制）

１ 募集定員

募集定員は、別に定める。

２ 出願資格

［全日制の課程および定時制の課程］第１の２に同じ。

３ 募集期間等

(1) 期間 平成18年３月11日（土）から平成18年３月14日（火）まで（土曜日および日曜日を含

む。）とする。

(2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。

４ 出願

(1) 志願者は、新県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願するこ

とができる。

(2) 他の課程および県内県立高等学校との併願はできない。

５ 出願手続

(1) 出願に必要な書類は、次のとおりとする。

ア 入学願書

イ 面接票 志願者は、出願前３箇月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦６㎝、横4.5㎝)

を面接票の所定の欄にはり、中学校長の割印を受けなければならない。ただし、［全日制の課程

および定時制の課程］第１の２の(3)に該当する者については、割印は不要とする。

ウ 住民票記載事項証明書の写し ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のエに同じ。

エ 特別出願許可書の写し

［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のオの(ｱ)に同じ。ただし、特別出願許可

書の申請期間は、平成18年２月24日（金）から平成18年３月13日（月）まで（土曜日および日曜

日を除く。）とする。

オ 雇用（予定）証明書 県内に勤務地を有し、または有する見込みの者のうち県外からの志願者

は、雇用（予定）証明書を添付しなければならない。

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のキに同じ。

キ 自己申告書 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のケに同じ。

(2) 志願者は、(1)の書類に、中学校長の作成する個人調査報告書を添えて、出願先高等学校長あて本

人が直接提出しなければならない。ただし、県外からの志願者および［全日制の課程および定時制

の課程］第１の２の(3)に該当する志願者は、出願先高等学校長に申し出て、その指示に従わなけれ

ばならない。

６ 面接

面接は、出願者全員に対して出願書類の提出時に実施し、その方法等は当該高等学校において定め

る実施要項によるものとする。

７ 入学の許可

出願先高等学校長は、提出された個人調査報告書および面接の結果を資料として、総合的に判定し、

入学許可予定者を決定するものとする。

８ 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月17日（金）に、出願先高等学校において行う。

９ 二次選抜

入学許可予定者数が募集定員に満たない場合は、次のとおり二次選抜を行うものとする。

(1) 二次選抜定員は、募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。

(2) 出願資格は、２に同じ。

(3) 募集期間等

ア 期間 平成18年３月26日（日）から平成18年３月27日（月）まで（日曜日を含む。）とする。

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。

(4) 出願 出願方法および出願手続は、４および５に同じ。ただし、５の(1)のエにおける特別出願許

可書の許可申請期間は、平成18年３月17日（金）から平成18年３月27日（月）まで（土曜日、日曜

日および祝日を除く。）とする。ただし、最終日の受付は、正午までとする。

(5) 面接 ６に同じ。
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(6) 入学の許可 ７に同じ。

(7) 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月30日（木）に、出願先高等学校において行う。

10 不正出願による入学許可の取消し

出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消す

ものとする。

11 その他

［全日制の課程および定時制の課程］第１の13に同じ。

［転入学・編入学］（単位制による定時制（昼間）の課程のみ）

滋賀県教育委員会が滋賀県立大津清陵高等学校定時制の課程(昼間の部)(以下「大津清陵高等学校」と

いう。)に転入生・編入生の枠として定めた募集定員に対して実施する入学者選抜に関しては、次に定め

るところによる。

１ 募集定員

募集定員は、別に定める。

２ 出願資格

次の(1)に該当し、かつ、(2)または(3)のいずれかに該当する者とする。

(1) 志願者が滋賀県内に住所または勤務先を有する者もしくは入学日までに県内に住所または勤務先

を有する見込みの者であること。

(2) 転入学志願者 高等学校または中等教育学校の後期課程（以下「高等学校等」という。）に在学

し教科・科目の修得単位を有する者または有する見込みの者

(3) 編入学志願者

過去に高等学校等に在学して、教科・科目の修得単位を有する者

３ 募集期間等

(1) 期間 平成18年３月15日（水）から平成18年３月16日（木）までとする。

(2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年３月15日（水）までの消印のあるものに限り受け付ける。この場合にお

いて、高等学校等の校長は、郵送した時点で、出願者数等について、大津清陵高等学校長あて電話

で報告するものとする。

４ 出願手続

(1) 転入学志願者は、次の書類を、在学している高等学校等の校長を経て、大津清陵高等学校長に提

出しなければならない。

ア 転入学・編入学願書

イ 受検票 志願者は、出願前３箇月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦６㎝、横4.5㎝)

を受検票の所定の欄にはり、高等学校等の校長の割印を受けなければならない。

ウ 住民票記載事項証明書の写し ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のエに同

じ。

エ 特別出願許可書の写し

［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のオの(ｱ)に同じ。ただし、特別出願許可

書の申請期間は、平成18年２月24日（金）から平成18年３月15日（水）まで（土曜日および日曜

日を除く｡）とする。

オ 雇用（予定）証明書 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のカに同じ。

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のキに同じ。

(2) 手数料 手数料950円に相当する額面の証紙を転入学・編入学願書に貼り付けなければならない。
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既納の手数料は、原則として還付しない。

(3) 転入学志願者が在学している高等学校等の校長は、提出された書類の内容を審査の上、次の書類

を作成し、志願者から提出された書類とともに大津清陵高等学校長に提出するものとする。

ア 単位修得証明書（単位修得見込みの教科・科目も付記すること。）（大津清陵高等学校の様式

による。） 出願前３箇月以内に発行し、厳封したもの。

イ 成績証明書（大津清陵高等学校の様式による。） 出願前３箇月以内に発行し、厳封したもの。

ウ 転学照会書

(4) 編入学志願者は、(1)の書類を、過去に在学した高等学校等の校長が発行した(3)のアおよびイの

書類とともに、大津清陵高等学校長あて直接提出しなければならない。

５ 学力検査および面接

(1) 選抜のための学力検査と面接は、志願者全員に対して行う。

(2) 教科等、期日および時間は、次のとおりとする。

期 日 時 限 １ ２ ３ ４ ５

平 9:00 9:25 10:25 11:25 12:50

成 ３ 時 間 ～ 休 ～ 休 ～ 休 ～ 昼 ～

18 月 9:10 10:05 11:05 12:05

年 20

日 教 科 一般 憩 憩 憩 食

(月) 国 語 数 学 英 語 面 接

その他 注意

(3) 内容 学力検査の内容は、各教科とも高等学校第１学年修了程度の基本的な問題とする。

なお、国語については「作文」を含め実施する。

(4) 受検場は、大津清陵高等学校とする。

６ 選抜の方法

大津清陵高等学校長は、成績証明書、学力検査の成績および面接の結果等を資料として、高等学

校教育を受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものとする。

７ 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月23日（木）に、大津清陵高等学校において行う。

８ 二次選抜

入学許可予定者が募集定員に満たない場合は、次のとおり二次選抜を行うものとする。

(1) 二次選抜定員は、募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。

(2) 出願資格は、２に同じ。

(3) 募集期間等

ア 期間 平成18年３月23日（木）から平成18年３月24日（金）までとする。

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。

郵送の場合は、平成18年３月23日（木）までの消印のあるものに限り受け付ける。この場合にお

いて、高等学校等の校長は、郵送した時点で、出願者数等について、大津清陵高等学校長あて電話

で報告するものとする。

(4) 出願 出願手続は、４に同じ。ただし、４の(1)のエに規定する特別出願許可書の許可申請期間は、

平成18年３月23日（木）から平成18年３月24日（金）までとする。ただし、最終日の受付は、正午

までとする。

(5) 学力検査および面接 ５に同じ。ただし、検査期日は平成18年３月28日（火）とする。

(6) 選抜の方法 ６に同じ。

(7) 入学許可予定者の発表

入学許可予定者の発表は、平成18年３月30日（木）に、大津清陵高等学校において行う。

９ その他

(1) 海外帰国生徒等に対する入学者選抜は、その者の海外経験等の事情を配慮するものとする。

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り

消すものとする。



［別表］

高等学校別入学者選抜一覧表（全日制の課程）

推薦選抜 特色選抜 一般選抜
検 査 学力検査 学 個

募 面 作 実 募 面 作 実 力 人
学校名 課程 学 科 集 接 文 技 集 口 小 実 総 国 数 社 理 英 技 検 調 備 考

枠 検 枠 頭 論 技 合 検 査 ：査
％ 査 ％ 試 文 検 問 語 学 会 科 語 接 文 査 得 報

問 査 題 点 告
書

普 通 30 ○ ○ ７：３100 100 100 100 100
膳 所 全日制

理 数 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

堅 田 全日制 普 通 15 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

東 大 津 全日制 普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ○ ５：５
北 大 津 全日制

国 際 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 *50 ５：５

普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３
大 津 全日制

家 庭 35 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

普 通 25 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３
石 山 全日制

音 楽 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 # ７：３ # 適性検査

瀬田工業 全日制 工 業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５

大津商業 全日制 商 業 50 ○ 100 100 100 100 100 ７：３

彦 根 東 全日制 普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

河 瀬 全日制 普 通 15 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

普 通 20 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４
彦 根 西 全日制

家 庭 40 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４

彦根工業 全日制 工 業 40 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４

彦根翔陽 全日制 総 合 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３
長 浜 全日制

福 祉 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

長 浜 北 全日制 普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

長浜農業 全日制 農 業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５

長浜北星 総 合 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５全日制

八 幡 全日制 普 通 15 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４

学 力 検 査の
八幡工業 全日制 工 業 50 ○ ○ 100 100 － 100 100 100 ６：４ う ち 社 会は

実施しない

八幡商業 全日制 商 業 50 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

八 日 市 全日制 普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

八日市南 全日制 農 業 50 ○ 100 100 100 100 100 50 ５：５

（注）・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。
・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。
・*印のついている面接は、その学科を第２志望とする者も受けなくてはならない。



［別表］

高等学校別入学者選抜一覧表（全日制の課程）

推薦選抜 特色選抜 一般選抜
検 査 学力検査 学 個

募 面 作 実 募 面 作 実 力 人
学校名 課程 学 科 集 接 文 技 集 口 小 実 総 国 数 社 理 英 技 検 調 備 考

枠 検 枠 頭 論 技 合 検 査 ：査
％ 査 ％ 試 文 検 問 語 学 会 科 語 接 文 査 得 報

問 査 題 点 告
書

普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３
草 津 東 全日制

※ ※ ※
体 育 75 ○ ○ 100 100 100 100 100 100 ７：３

草 津 全日制 普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４

玉 川 全日制 普 通 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

湖南農業 全日制 農 業 50 ○ 100 100 100 100 100 50 ５：５

守 山 全日制 普 通 25 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

守 山 北 全日制 普 通 15 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５

普 通 15 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５
栗 東 全日制

美 術 75 ○ 100 100 100 100 100 100 ６：４

国際情報 全日制 総 合 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５

野 洲 全日制 普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ６：４

石 部 全日制 普 通 20 ○ 100 100 100 100 100 ６：４

甲 西 全日制 普 通 20 ○ 100 100 100 100 100 ６：４

普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ６：４
水 口 全日制

国 際 50 ○ 100 100 100 100 150 *50 ３：７

水 口 東 全日制 普 通 20 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ○ ５：５
農 業

甲 南 全日制
工 業 50 ○ 100 100 100 100 100 ○ ５：５
家 庭

普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ５：５
信 楽 全日制

工 業 40 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

日 野 全日制 総 合 40 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

能 登 川 全日制 普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ６：４

愛 知 全日制 普 通 20 ○ 100 100 100 100 100 100 ６：４

伊 吹 全日制 普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

普 通 20 ○ ○ ７：３100 100 100 100 100
米 原 全日制

理 数 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

虎 姫 全日制 普 通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ７：３

（注）・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。
・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。
・*印のついている面接は、その学科を第２志望とする者も受けなくてはならない。
・※印のついている一般選抜の学力検査については、国語、数学、英語の３教科のうち、得点の高い２教科を

１５０点満点とする傾斜配点を実施する。
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高等学校別入学者選抜一覧表（全日制の課程）

推薦選抜 特色選抜 一般選抜
検 査 学力検査 学 個

募 面 作 実 募 面 作 実 力 人
学校名 課程 学 科 集 接 文 技 集 口 小 実 総 国 数 社 理 英 技 検 調 備 考

枠 検 枠 頭 論 技 合 検 査 ：査
％ 査 ％ 試 文 検 問 語 学 会 科 語 接 文 査 得 報

問 査 題 点 告
書

伊 香 全日制 普 通 30 ○ 100 100 100 100 100 ５：５

高 島 全日制 普 通 15 ○ 100 100 100 100 100 ６：４

普 通 15 ○ 100 100 100 100 100 ○ ６：４
安 曇 川 全日制

総 合 30 ○ 100 100 100 100 100 ○ ６：４

（注）・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。
・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。
・*印のついている面接は、その学科を第２志望とする者も受けなくてはならない。

高等学校別入学者選抜一覧表（定時制の課程および通信制の課程）

推薦選抜 特色選抜 一般選抜
昼 間 ・ 検 査 学力検査 学 個
夜 間 お 募 面 作 実 募 面 作 実 力 人

学校名 よ び 通 学 科 集 接 文 技 集 口 小 実 総 国 数 社 理 英 技 検 調 備 考
信の別 枠 検 枠 頭 論 技 合 検 査 ：査

％ 査 ％ 試 文 検 問 語 学 会 科 語 接 文 査 得 報
問 査 題 点 告

書
昼 間 普 通 100 100 100 100 100 ○ ６：４

大津清陵 夜 間 普 通 100 100 100 100 100 ○ ５：５
学力検査なし(単位制) 通 信 普 通 － － － － － ○ #０：10 #

あり瀬 田 夜 間 工 業 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 ５：５ 成人特例
(単位制)

あり彦 根 東 夜 間 普 通 100 100 100 100 100 ５：５ 成人特例

あり彦根工業 夜 間 工 業 100 100 100 100 100 ５：５ 成人特例

あり長浜北星 夜 間 商 業 100 100 100 100 100 ５：５ 成人特例

（注）・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。
・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。
・*印のついている面接は、その学科を第２志望とする者も受けなくてはならない。



［別表］

高等学校別推薦選抜の概要一覧表

推 薦 選 抜

募 推 薦 要 件 面 作 実 調査書に記載
学 校 名 課 程 学 科 集 接 文 技

枠 検 を求める事項“求める生徒像”
％ 査

堅 田 全日制 普 通 15 本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で、次のいずれかの要 ○ 各種検定の取
件を満たす者 得状況。スポ
ａ進学への強い意志を持ち、将来の進路に対する目的意識が明確 ーツ活動・文

で、その達成に向けて努力する者 化活動の活動
ｂスポーツ活動、文化活動に意欲的に取り組み、顕著な成績を収 状況。（出場

め、入学後も部活動の中心的存在として活躍が期待できる者 した大会名、
成績等）

北大津 全日制 普 通 30 基本的生活習慣が身についており、本校への志望動機が明確で ○ ○ 要件ｂによる
あり、次のいずれかの要件を満たす者 ものは活動実
ａ学力を充実させ、本校特別進学類型に進み、４年制大学への進 績と新体力テ

学を目指す者 スト成績。
ｂ体育の学習に高い目的意識と意欲を持って本校体育類型に進

み、本校運動部の中核として活躍が期待できる者

国 際 50 基本的生活習慣が身についており、本校への志望動機が明確で ○ ○
あり、次のいずれかの要件を満たす者
ａ英語の学習に高い目的意識と意欲を持ち、英検２級程度の取得

を目指す者
ｂオーストラリア・ニュージーランドの姉妹校への留学を通し

て、国際交流の輪を広げたい者
ｃ外国語・国際関係、その他文科系大学への進学を目指す者

大 津 全日制 家 庭 35 専門科目を中心とした実習科目に対する意欲が旺盛で、本校志 ○ ○
望の意志が強く次の要件を満たす者

食物、被服、保育の分野に興味・関心があり、専門的な知識・
技術を習得して将来その分野への進路を希望する者や、さらに高
度な知識・理解を深めるために大学進学を目指す者

瀬田工業 全日制 工 業 50 ・工業学科の学習に興味関心を持ち、それを生かして社会に貢献 特別活動、ス
○ ○

することを望んでいる者 ポーツ活動お
・基本的生活習慣が身に付いており、学校生活を意欲的に取り組 よび文化活動
む者で、次のいずれかの要件を満たす者 等で特に顕著

ａ学業成績が総合的に優れている者 な結果。
ｂ体育的活動、文化的活動や生徒会活動において、優秀な成績

や成果を収めた者

大津商業 全日制 商 業 50 高い学習意欲を持ち、本校志望の意志が明確で、次のいずれか ○
の要件を満たす者
ａ将来の進路に関して明確な目的意識を持ち、その達成に向けて

努力する者
ｂ体育、文化、生徒会活動に顕著な成果を収め、リーダーとして

活躍が期待できる者

彦根西 全日制 普 通 20 本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で、次のいずれかの要 生徒会活動、
○ ○

件を満たす者 部活動、ボラ
ａ自分の将来の進路について真剣に考え、その実現に向けて努力 ンティア活動

する者 の状況、資格
ｂ体育・文化・生徒会活動に優秀な成績や成果を収め、入学後も の取得状況。

リーダーとして引き続き活躍が期待できる者

家 庭 40 本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で、次のいずれかの要 ○ ○ 生徒会活動、
件を満たす者 部活動、ボラ
ａ家庭科学科の専門分野に興味関心があり、高度な知識・技術を ンティア活動

習得して、将来その分野の進路を希望する者 の状況、資格
ｂ体育・文化・生徒会活動に優秀な成績や成果を収め、入学後も の取得状況。

リーダーとして引き続き活躍が期待できる者

彦根翔陽 全日制 総 合 30 学校生活に意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満た ○ ○ 体育的活動で
す者 顕著な実績ま
ａ総合学科に興味・関心を示し、将来の進路に関して明確な目的 たは優れた能

意識を持ち、その達成に向けて努力する者 力、適性を示
ｂ体育的活動で優れた実績や能力・適性を有し、入学後も部活動 す事項。

を３年間継続する意志を有する者



推 薦 選 抜

募 推 薦 要 件 面 作 実 調査書に記載
学 校 名 課 程 学 科 集 接 文 技

枠 検 を求める事項“求める生徒像”
％ 査

長浜農業 全日制 農 業 50 本校を志望する動機、理由が明白かつ適切であり、農業学習に ○ ○ クラスでの活
対する適性、興味・関心および学習意欲を有し、クラスのリーダ 動状況や部活
ーとして活動できる者 動での顕著な

事実。

長浜北星 全日制 総 合 30 総合学科の特徴を十分に理解し、高い学習意欲を持ち、部活動 ○ ○ 資格取得、部
・生徒会活動等を頑張ろうと考える者で、次のいずれかの要件を 活動の実績、
満たす者 生徒会活動の
ａ工業・商業の専門科目や普通科とは違う特色ある科目を学んだ 状況。

ことを生かして、深めながら大学進学を希望する者
ｂ自己の適性を見つけて、就職したいと考える者
ｃ進路についてじっくり考え、得意分野を見つけ、進路を決めた

いと考える者

八 幡 全日制 普 通 15 学習意欲が旺盛で、本校志望の意志が明確であり、次のいずれ ○ ○ 推薦要件のbに
かの要件を満たす者 よる者につい
ａ大学等への進学の意志が明確で、入学後も積極的に学習を続け ては、活動で

る者 収めた顕著な
ｂ体育的活動、文化的活動において顕著な成果を収め、入学後も 成績を具体的

積極的に活動を続ける者 に 記 載 の こ
と。

八幡商業 全日制 商 業 50 志願する動機が明白で、次のいずれかの要件を満たす者 ○ 体育的・文化
ａ商業の専門教育に対する興味・関心があり、学習意欲のある者 的活動におけ
ｂ体育活動や文化活動等の特別活動において優れた能力や適性を る 顕 著 な 成

持ち、入学後も活躍が期待できる者 果。

八日市南 全日制 農 業 50 本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で時間やルール等がし ○ 生 徒 会 、 学
っかりと守れる者のうち、次のいずれかの要件を満たす者 級、文化、体
ａ動物・植物・食品および自然環境に興味・関心をもち、将来、 育、芸術、ボ

本校で学んだことを活かして社会に貢献することを望んでいる ランティア活
者 動等の具体的

ｂ生徒会・学級・文化・体育・芸術・ボランティア等の活動で顕 な成果。
著な成果を収め、入学後もリーダーとして活躍が期待できる者

草津東 全日制 体 育 75 競技力の向上と将来のスポーツ指導者への道を目指し、意欲的 ○ ○ 特筆すべき運
に学習や部活動等に取り組み、本校の教育方針である「文武両 動能力。競技
道」を自ら実践しながら、現役での４年制大学等合格という進路 成績・競技実
実現を志す者 績等。学習や

本校体育科強化指定のサッカー・陸上競技・剣道の３つの競技 生活に対する
種目については、顕著な実績を持つ者で、意欲と能力と学力のあ 意欲・向上心
る者。または、その他の競技種目の部活動についても意欲、能 ・目的意識。
力、学力のある者

草 津 全日制 普 通 30 本校入学後の高校生活について、明確な志向と強い意欲をもつ ○ ○ 学業、特別活
者で、同時に、次のいずれかの要件を満たす者 動 、 ス ポ ー
ａ中学校における学業成績が優秀な者 ツ、文化また
ｂ特別活動における顕著な実績をもつ者 は社会とのか
ｃ部活動などにおいて、スポーツまたは文化の分野で顕著な実績 かわりに関す

をもつ者 る具体的な成
ｄボランティアなど社会とのかかわりにおける活動で顕著な実績 績や活動内容

をもつ者 など。

玉 川 全日制 普 通 10 本校志望の意志が強く、基本的生活習慣ならびに中学校におけ ○ ○ 中学校におけ
る学習内容がしっかりと身に付いており、次の二つのいずれの要 る生活や学習
件にも該当する者 の状況、なら
ａ高等学校卒業後、上級学校への進学を強く望んでおり、その実 び に 進 路 希

現に向け、努力しようとする者 望。課外活動
ｂ課外活動に意欲的に取り組み、高等学校入学後も活動を続ける の状況。

意志がある者

湖南農業 全日制 農 業 50 農業（植物や食品、環境等）の学習に興味・関心があり、将来 ○ 体育・文化活
の進路実現に向け、目的意識を持って、何事にも真面目に意欲的 動の記録。
に取り組むことができる者



推 薦 選 抜

募 推 薦 要 件 面 作 実 調査書に記載
学 校 名 課 程 学 科 集 接 文 技

枠 検 を求める事項“求める生徒像”
％ 査

守山北 全日制 普 通 15 本校志望の意志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 ○ ○
ａ部活動で目標と意欲をもち、入学後もリーダーとして活躍が期

待できる者
ｂ生徒会活動で目標と意欲をもち、入学後もリーダーとして活躍

が期待できる者
ｃ学習に対して意欲的に取り組み、自分の将来の進路について、

目的意識を持つ者

栗 東 全日制 普 通 15 学習意欲が旺盛で、本校を志望する意志が強く、次のいずれか ○ ○ スポーツ活動
の要件を満たす者 ・文化活動の
ａ自分の将来の進路について目的意識を持ち、何事にも意欲的に 成績。生徒会

取り組み、進路希望実現に向けて努力する者 活動やボラン
ｂスポーツ活動や文化活動において、優れた能力を有する者 ティア等の活
ｃ学校行事や生徒会行事に積極的に取り組み、リーダーとしての 動状況。各種

活躍が期待できる者 検定の取得状
況。

美 術 75 本校美術科を志望する意志が強く、次の両方の要件を満たす者 ○ 美術関係の県
ａ絵画・彫刻・工芸・デザインのいずれかの分野に関わる専門的 ・市・郡以上

な勉学を強く希望する者 の展覧会での
ｂ美術系上級学校（美術大学等）への進学を希望する者 記録。スポー

ツ活動や文化
活動における
県大会以上で
の成績。

国際情報 全日制 総 合 30 基本的な生活習慣が身に付いており、学校生活に意欲的に取り ○ ○ 体育・文化面
組める者。また、本校の「総合学科」の内容を理解し、かつ、次 での活動、生
のいずれかの要件を満たす者 徒会活動およ
ａ学業成績が総合的に優れている者 び資格・検定
ｂ体育・文化活動において優れた能力や適性を持つ者 に関わる顕著
ｃ英会話や物づくりなど、本校の教育内容に合致した分野での能 な 活 躍 の 成

力や適性を持つ者 果。

野 洲 全日制 普 通 30 自分の将来の進路について目的意識を持ち、次のいずれかの要 ○ ○ 体育的・文化
件を満たす者 的活動および
ａ学習意欲が旺盛で、何事にも意欲的に取り組む者 生徒会活動等
ｂサッカー、野球、バレーボール、ハンドボール、陸上競技にお の具体的な成

いて優れた能力や適性を持つ者 果や実績。段
位、資格等を
有する者は、
それを明示す
ること。

○
石 部 全日制 普 通 20 基礎学力と明確な志願動機があり、次のいずれかの要件を満た

す者
ａ学習意欲が旺盛で、希望する進路を実現するための努力を惜し

まない者
ｂ部活動、生徒会活動、委員会活動、ボランティア活動などの特

別活動において活躍もしくは貢献した者

甲 西 全日制 普 通 20 本校を志望する意志が明確であり、次のいずれかの要件を満た ○ 特別活動・学
す者 習活動におけ
ａ部活動において優れた実績のある者で、本校入学後も部活動を る取組み。

続ける意志を持つ者
ｂ学業成績が優れている者で、４年制大学への進学を希望し、本

校の特進クラスで勉学に励む意志を持つ者



推 薦 選 抜

募 推 薦 要 件 面 作 実 調査書に記載
学 校 名 課 程 学 科 集 接 文 技

枠 検 を求める事項“求める生徒像”
％ 査

水 口 全日制 普 通 30 人物・学業成績ともに優秀、かつ、言葉遣いや礼儀作法がしっ ○ 運動部・文化
かり身に付いており、次のいずれかの要件を満たす者 部活動での顕
ａ文系教科または理系教科に秀でた者で、上級学校への進学を志 著な成果。検

し、入学後も学業に専念できる者 定資格。表彰
ｂ運動部活動の実績があり、入学後も部活動を続ける意志の強い 歴、公的機関

者 による派遣歴
等。

国 際 50 人物・学業成績ともに優秀、かつ、言葉遣いや礼儀作法がしっ ○ 運動部・文化
かり身に付いており、次のいずれかの要件を満たす者 部活動での顕
ａ英語に興味・関心が高く、上級学校への進学を志し、入学後も 著な成果。検

学業に専念できる者 定資格。表彰
ｂ英語検定資格を有する者 歴、公的機関
ｃ英語の成績に特に秀でている者 による派遣歴

等。

水口東 全日制 普 通 20 次の２つの要件の両方を満たす者 ○ ○ 体育的・文化
ａ体育的・文化的活動および生徒会活動等において、その優れた 的活動、生徒

能力や適性を活かし顕著な成果を収め、入学後もリーダーとし 会活動等の成
て活躍できる者 果。

ｂ自分の将来の進路に対して、明確な目的意識を持ち、その達成
に向けて、意欲的に学校生活を送ることができる者

甲 南 全日制 普 通 30 本校の特色を理解し、次のいずれかの要件を満たす者 ○ 部活動の記録
ａ本校を志望する意志が明確で、はっきりとした目的と向上心を ・成績・状況

持っている者 等。
ｂ心身共に健全で、他の生徒の模範となり、リーダーシップが発

揮できる者
ｃスポーツ・文化活動にめざましい活動をしている者

農 業 50 本校を志望する意志が明確であり、向上心を持ち、次のいずれ ○ 部活動の記録
工 業 かの要件を満たす者 ・成績・状況
家 庭 ａ本校の専門的学習内容に興味・関心があり、専門的な目的意識 等。

を持っている者
ｂ心身共に健全で、他の生徒の模範となり、リーダーシップが発

揮できる者
ｃスポーツ・文化活動にめざましい活動をしている者

信 楽 全日制 普 通 30 生活態度が良好で、志望の意思が明確であり、次のいずれかの ○ 体育・文化・
要件を満たす者 芸術・生徒会
ａ将来の進路に対する目的意識が明確で、その達成に向けて努力 活動の成果。

する者
ｂ体育・文化・生徒会活動に熱心に取り組む意欲のある者

工 業 40 生活態度が良好で、志望の意思が明確であり、次のいずれかの ○ 体育・文化・
要件を満たす者 芸術・生徒会
ａ将来、セラミックやデザイン関連の進路を志す者 活動の成果。
ｂ体育・文化・生徒会活動に熱心に取り組む意欲のある者

日 野 全日制 総 合 40 本校のことをよく理解した上で、本校志望の意志が強く、学習 ○ 生徒会、体育
意欲が旺盛で、次のいずれかの要件を満たす者 的・文化的分
ａ学業成績が総合的に優れている者で、本校の総合学科での学習 野での活動状

を通して自分の進路を達成しようと強く決意している者 況とその顕著
ｂ体育的活動や文化的活動において、優れた能力や適性を持ち、 な成果。

入学後もその分野での力を発揮しようと強く決意している者

○能登川 全日制 普 通 30 本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で、次のいずれかの要
件を満たす者
ａ将来の進路に対する目的意識が明確で、その達成に向けて努力

する者
ｂ体育・文化・生徒会活動に顕著な成果を収め、入学後もリーダ

ーとして活躍が期待できる者



推 薦 選 抜

募 推 薦 要 件 面 作 実 調査書に記載
学 校 名 課 程 学 科 集 接 文 技

枠 検 を求める事項“求める生徒像”
％ 査

愛 知 全日制 普 通 20 音楽コース、体育コース、総合類型を持つ本校の特色を理解 ○ 学習に対する
し、基本的生活習慣が身に付いており、学習目標が明確で志望意 取組み状況と
志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 特別活動での
ａ学業成績が総合的に優れている者 実績。
ｂ特別活動において顕著な実績がある者

伊 吹 全日制 普 通 30 人物が優れ、本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で、次の ○ 部活動、生徒
いずれかの要件を満たす者 会、学習、芸
ａ優れた運動能力・適性を持ち、入学後は強化指定部【サッカ 術、ボランテ

ー、バスケットボール（女）、バレーボール（男）、ホッケ ィア等の諸活
ー（男女）、野球、陸上競技（男女）】で活動し、体育コー 動の結果また
スまたは学力発展類型で学ぶ意志がある者 は実績。

ｂ将来の進路に対する目的意識が明確で、学業成績に優れ、入学
後は学力発展類型で学ぶ意志のある者

伊 香 全日制 普 通 30 基本的生活習慣が身に付いており、本校志望の意志が強く、学 ○ 体育、文化、
校生活に意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 生徒会活動、
ａ本校での学習に強い興味・関心を持ち、学業成績が総合的に優 ボランティア

れている者 活動などの成
ｂ体育・文化・生徒会活動などの特別活動で優れた能力や適性を 果。

持ち、入学後もリーダーとして活躍が期待できる者

高 島 全日制 普 通 15 次のいずれかの要件を満たし、基本的生活習慣が身に付いてお ○ 部活動につい
り、学校生活に意欲的に取り組める者 て の 活 動 実
ａ学業成績が優れている者 績。
ｂ部活動において、優れた成績や能力を持ち入学後も活躍が期待

できる者

安曇川 全日制 普 通 15 本校志望の意志が強く、基本的生活習慣が身に付いており学校 ○
生活に意欲的に取り組む者で、次のいずれの要件をも満たす者
ａ学業成績が優れている者
ｂ体育的活動や文化的活動および生徒会活動等において積極的な

取り組みをしている者

総 合 30 本校志望の意志が強く、基本的生活習慣が身に付いており学校 ○
生活に意欲的に取り組む者で、次のいずれの要件をも満たす者
ａ学業成績が優れている者
ｂ総合学科の多様な学習内容に興味・関心および意欲を有し、特

色ある選択科目の学習を通して進路希望の実現をはかろうとす
る者

瀬 田 定時制 工 業 30 本校の多様な類型選択制を生かして学習に取り組み、次のいず ○ ○
れかの要件を満たす者
ａ働きながら学ぶ強い意欲を持ち、かつ機械や電気の分野で知識

や技術・技能、各種資格などを身につけ自立しようとしている
者

ｂ自分のライフスタイルを探しながら、広く将来の職業人として
自立しようとしている者



高等学校別特色選抜の概要一覧表

特 色 選 抜

学 校 名 課 程 学 科 募 口 小 実 総
集 頭 論 技 合本校の特色
枠 試 文 検 問
％ 問 査 題

膳 所 全日制 普 通 30 大学への進学を前提として、日常の授業を ○ 国語、社会、数学、○
重視した密度の高い学習指導をしています。 理科、英語の内容を取
第２学年から文系・理系の類型選択制を導入 り入れた問題。
し、生徒の能力・適性および進路希望に応じ
たきめ細かな進路指導をしています。また、
土曜日企画や京都大学との連携といった魅力
ある学習プログラムも用意されています。

理 数 50 自然科学や数学に深い興味・関心を持ち、 ○ ○ 数 学、 理科を 中心
事象を科学的に探求し処理する能力を育成し に、国語、社会、英語
ています。理科は実験観察に時間をかけ、数 の内容を取り入れた問
学は演習などに十分時間をとり、より高い学 題。
問に取り組むための資質を養っています。将
来、医療系・理工系方面への進学を目指すに
は最適であり、高い進学実績を誇っていま
す。

東大津 全日制 普 通 10 静かで緑に囲まれた文化ゾーンに立地し、 ○ ○ 国語、社会、数学、
落ち着いた環境の下、３Ｆの精神（Fight、Fr 理科、英語の５教科の
iendship、Fairplay）を校訓に、一人ひとり うち、複数教科を融合
の希望する進路の実現をめざし、きめ細かな した総合問題で、５教
指導を行っています。また、豊かな心と社会 科すべてにわたり出題
性を育み、将来国際社会に貢献できる人材の する。
育成に努めています。

大 津 全日制 普 通 10 体験的な学習を重視した伝統的な教育活動 ○ ○ 国語、社会、数学、
を通して、豊かな知性・教養・良識をもった 理科、英語の５教科に
高校生を育成します。１年次の総合的な学習 またがる基礎的な問題
による進路学習や、２・３年次の文系、理系 を課すことにより、基
のカリキュラム編成、大学との授業連携、家 礎・基本の学力が身に
庭科目や芸術科目の選択などにより、幅広い ついているかを判定す
進路実現のための実力養成に努めます。 る。

石 山 全日制 普 通 25 「じっくり・しっかり学力向上、いきいき ○ ○ 国語、社会、数学、
・のびのび学園生活」をモットーに、自由な 理科、英語の５教科を
中にも規律ある校風のもと、勉強と部活動の 融合した総合問題で、
両立をすすめ、読書習慣を身につけ、一人ひ 読みとる力・考える力
とりが希望の進路を実現できる確かな力を育 ・表現する力をみるも
むことによって、未来をたくましく切り拓 のとする。
き、世界へ羽ばたく人材の育成をめざしま
す。

音 楽 50 「じっくり・しっかり学力向上、いきいき ○ ○ 国語、社会、数学、
・のびのび学園生活」をモットーに、自由な 理科、英語の５教科を
中にも規律ある校風のもと、音楽の専門家と 融合した総合問題で、
して必要な基礎的な力をつけるとともに、生 読みとる力・考える力
涯にわたって音楽を愛好し、広く音楽文化を ・表現する力をみるも
支え発展させ世界に羽ばたく人材の育成をめ のとする。
ざします。

彦根東 全日制 普 通 １３０年の伝統の下、彦根城内の恵まれた ○ 資料等をもとに、国30 ○
環境で、学力伸長の工夫や充実を図ります。 語、 社会 、数学 、理
運動部・文化部共に全国・近畿大会常連の盛 科、英語の内容を融合
んな部活動や、学園祭等の感動の学校行事。 した総合的な問題。
スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）
指定校でＳＳコースを設置。『東は文武両道
を追求し、挑戦する高い志を育てます。』

河 瀬 全日制 普 通 15 中高一貫教育校の個性と特色を生かして、 ○ ○ 国語、数学、英語の
地域から世界へと視野を広げます。インター 基礎学力をみる総合問
ネット等を活用して海外の学校との交流を深 題。
め、海外修学旅行へと発展させます。「魅力
ある進学校」として確かな学力を身につけ、
同時に自分の意見をはっきりと述べられるた
くましい人間を育成します。



特 色 選 抜

学 校 名 課 程 学 科 募 口 小 実 総
集 頭 論 技 合本校の特色
枠 試 文 検 問
％ 問 査 題

彦根工業 全日制 工 業 40 「ものづくりを通じ、心づくり、人づくり」 ○ ○ 数学や理科をもとに
を推進しています。教室の授業のみではな した基礎的な学力の定
く、実験や実習をとおして、初歩から系統的 着や総合的な思考力を
に学習します。また、就職・進学に際し、習 見る問題。
得した知識・技術が実践力として役立つよ
う、ていねいに指導します。さらに、部活動
など自主活動の取組みもバックアップしま
す。

長 浜 全日制 普 通 30 「誠実 自主 創造」の校訓のもと、学習 ○ ○ 国語と英語の融合問
と部活動を両立して互いに励まし合い、確か 題および数学と理科の
な学力と豊かな心を育みます。一人ひとりが 融合問題により総合的
自らの生き方を考える進路学習に力を入れ、 に考える力や基礎的知
数学や英語などで少人数指導、習熟度別指導 識などをみる検査。
を行い学力向上に努め、地域のリーダーとし
て活躍できる人材の育成に努めています。

福 祉 50 本校の課程を修了するとホームヘルパー２ ○ ○ 国語と英語の融合問
級が認定され、全国の合格率４０％前後とい 題および数学と理科の
う難関国家試験の「介護福祉士」に、本校で 融合問題により総合的
は８７％が合格しています。大学並みの施 に考える力や基礎的知
設、少人数指導などきめ細かな指導、福祉施 識などをみる検査。
設での実習などにより、「介護福祉士」全員
合格を目指し福祉のスペシャリストを育成し
ます。

長浜北 全日制 普 通 10 ９０年以上の歴史と伝統のある普通科高校 ○ ○ 国語、社会、数学、
です。「自主・自立の精神を培い、人格を磨 理科、英語の５教科を
き、社会に貢献できる人間の育成に努める」 融合した問題。
ことを教育目標に掲げています。本校生は、
その目標に沿って、学習活動・学校行事・部
活動の３つに、バランスよく取り組み、活気
ある学校生活を送っています。

八幡工業 全日制 工 業 50 工業におけるものづくりの体験を大切にし ○ ○ 国語、社会、数学、
た学習と基礎学力向上をめざす学習をとおし 理科、英語に関して基
て、社会に貢献できる人づくりに取り組んで 礎学力、思考力等を問
います。また、特別活動も活発で、課外活動 う問題。
をとおした人づくりにも力を入れており、進
学も就職もできる環境を備えた学校です。

八日市 全日制 普 通 10 「自彊不息（じきょうやまず）＊自ら努め励 ○ ○ 国語、社会、数学、
むこと」「自主協同」の二つの校訓に、本校 理科、英語の各教科を
の伝統的な精神が集約されています。自由で 組み合わせた総合的な
伸びやかな雰囲気のもとで、自学自習の学習 問題。
活動と自主的な生徒会活動・部活動との両立
を果たす生徒を主役に、確かな学力を身につ
けさせる教科指導と、それぞれの志望に応じ
た適切な進路指導が行われています。

草津東 全日制 普 通 10 高校生活や将来に対する明確な目的意識を ○ ○ 国語、社会、数学、
もち、英語・数学・国語等の教科学習に対す 理科、英語の５教科の
る興味関心が旺盛で「文武両道」「文武両 内容を融合させた総合
立」をめざし、現役で４年制国公私立大学進 問題。
学ができる、意欲的な生徒を育てます。

守 山 全日制 普 通 25 日々の学習だけでなく、学園祭等の行事や ○ ○ 国語、社会、数学、
部活動に積極的に取り組んでいます。質の高 理科、英語に関する総
い授業を提供し、習熟度別授業等を行うこと 合問題により、読解力
で、英語などの言語力、理数の力、論理的な や思考力・表現力等を
力を高め、総合的な力を伸ばします。人間性 みる。
を育て、一人ひとりの進路希望を実現するた
めに、守山高校は全力でサポートします。



特 色 選 抜

学 校 名 課 程 学 科 募 口 小 実 総
集 頭 論 技 合本校の特色
枠 試 文 検 問
％ 問 査 題

米 原 全日制 普 通 20 普通科の中に英語コースがあり、英語教育 ○ ○ 英 語や 国語を 中心
における優れた取り組みにおいて全国的に高 に、社会、数学、理科
い評価を受けています。英語によるスピーチ も含めた内容について
やディベート（討論）などさまざまな活動を の基礎的・基本的な力
通して、国際社会にも大学入試にも通用する をみるとともに、論理
高度な英語力を養います。将来、英語を使っ 的に思考する力や適切
ていろいろな分野で活躍したいと思う人に最 に表現する力をみる問
適です。 題。

理 数 50 県下初の理数科として３５年目を迎えまし ○ ○ 数学、理科、英語を
た。多くの卒業生が科学技術者として活躍し 中心に、国語、社会も
ています。充実した設備を利用して、実験・ 含めた内容についての
実習・演習を中心とした授業を行い、自然科 基礎的・基本的な力を
学を系統的に学習できるよう工夫していま みるとともに、論理的
す。理数科ならではの行事も豊富で、将来、 に思考する力や適切に
科学・技術系への進学を目指す人に最適で 表現 する 力をみ る問
す。 題。

虎 姫 全日制 普 通 30 進学校としての歴史と伝統を継承している ○ ○ 一定のテーマに関し
虎高は今、大学と連携した教育活動等を推進 て提示された資料やデ
しています。大学の先生方から講義を受けた ータをもとに、国語、
り、大学に出向いて最先端の研究に触れたり 社会、数学、理科、英
します。多くの先輩が学問の奥深さを実感 語の５教科における学
し、学ぶ目的を発見してきました。向学心に 習の成果を総合的に問
燃え、深く学ぶことに情熱がある人に最適で う問題。
す。




